
　

柏
高
15
回
卒
と
い
う
私

の
年
次
は
、
概
ね
昭
和
19
年

生
ま
れ
、
従
っ
て
そ
の
殆
ど

が
昨
年
喜
寿
を
迎
え
た
わ
け

で
、
そ
ろ
そ
ろ
自
分
の
人
生

を
振
り
返
る
年
齢
に
な
っ
た

と
言
え
よ
う
。
そ
こ
で
、
我

が
77
年
の
人
生
を
概
括
し
て

み
た
。「
戦
後
と
ほ
ぼ
一
緒
に

歩
ん
で
き
た
わ
け
だ
が
、
戦

争
に
巻
き
込
ま
れ
ず
に
此
処

ま
で
来
ら
れ
た
の
は
何
よ
り

だ
っ
た
が
、
経
済
的
に
は
復

興
、
高
度
成
長
に
よ
る
経
済

大
国
か
ら
バ
ブ
ル
崩
壊
後
は

低
成
長
に
苦
戦
。
豊
か
さ
を

追
う
あ
ま
り
、
自
然
を
壊
し

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
浪
費
し
原
発

に
ま
で
手
を
出
し
た
の
は
こ

の
世
代
の
エ
ゴ
で
大
い
に
悔

や
ま
れ
る
」と
な
っ
た
。ま
あ
、

恵
ま
れ
た
世
代
だ
っ
た
と
言

え
よ
う
。
親
父
た
ち
の
よ
う

に
い
き
な
り
戦
争
に
駆
り
出

さ
れ
、知
ら
な
い
人
に
向
か
っ

て
銃
を
撃
つ
と
い
う
こ
と
を

せ
ず
に
済
ん
だ
の
だ
か
ら
。

　
昨
年
11
月
、
そ
ん
な
想
い

で
「
終
列
車
出
発
す
！
」
と

い
う
エ
ッ
セ
イ
集
を
出
版
し

た
。
下
手
な
自
作
の
イ
ラ
ス

ト
ま
で
つ
け
、〝
し
ゃ
べ
っ

ち
ょ
古
稀
か
ら
の
独
り
言
〞　　

と
い
う
駄
洒
落
混
じ
り
の

リ
ー
ド
、
さ
ら
に
は
出
版
社

に
「
売
れ
行
き
に
影
響
し
ま

す
か
ら
」
と
言
わ
れ
て
〝
回

顧
録
〞
と
い
う
大
袈
裟
な
副

題
ま
で
つ
け
た
。
お
陰
で
そ

こ
そ
こ
読
ま
れ
た
よ
う
だ
。

　
元
々
こ
ん
な
大
そ
れ
た
こ

と
を
考
え
て
い
た
わ
け
で
は

な
い
。
古
希
を
機
に
書
類
の

整
理
を
し
て
い
た
ら
、
1 4
世

紀
前
日
銀
支
店
長
の
最
後
に

地
元
紙
に
３
か
月
連
載
し
た

エ
ッ
セ
イ
の
新
聞
切
り
抜
き

が
出
て
き
た
。
そ
の
場
で
読

み
返
し
た
ら
お
も
し
ろ
か
っ

た
し
、
そ
の
続
き
が
思
い
浮

か
ん
で
き
た
の
で
、「
そ
の

後
」
を
書
い
て
親
し
い
友
人

に
勝
手
に
送
っ
た
の
が
そ
の

き
っ
か
け
。「
そ
の
後
」
を

書
い
た
ら
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

の
批
判
や
、
海
外
旅
行
で
の

発
見
、
知
事
時
代
の
あ
ま
り

言
え
な
か
っ
た
出
来
事
、
少

年
時
代
の
懐
か
し
い
風
景
な

ど
、
次
々
に
書
き
た
い
こ
と

が
浮
か
ん
で
き
た
の
で
、
そ

の
ま
ま
75
歳
過
ぎ
ま
で
書
き

続
け
た
。
そ
れ
ら
か
ら
選
ん

で
拙
書
出
版
に
至
っ
た
わ
け

で
あ
る
。
中
で
も
「
事
実
は

小
説
よ
り
…
…
」
に
載
せ
た

「
天
皇
（
現
上
皇
様
）
陛
下

の
柏
崎
で
の
昼
食
会
で
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
」
は
書
き
残
し
た

か
っ
た
。
貴
重
な
目
撃
談
に

な
る
と
思
っ
た
。

　

県
の
生
涯
学
習
協
会
の
会

長
を
務
め
て
い
る
か
ら
で
も

な
い
が
、
鴎
外
研
究
、
資
本

主
義
論
、
太
平
洋
戦
争
開
戦

是
非
論
、
写
楽
と
シ
ャ
ー
ロ
ッ

ク
ホ
ー
ム
ズ
、
ワ
イ
エ
ス
な
ど

の
絵
画
論
な
ど
い
く
つ
も
の
ラ

イ
フ
ワ
ー
ク
に
、
こ
れ
が
き
っ

か
け
で
エ
ッ
セ
イ
と
イ
ラ
ス
ト

が
加
わ
り
そ
う
だ
。
こ
れ
だ

け
あ
れ
ば
残
り
の
終
列
車
の

旅
を
楽
し
む
の
に
不
足
は
な

さ
そ
う
だ
。
た
だ
、
こ
こ
へ
き

て
こ
の
列
車
の
旅
で
最
も
見

た
く
な
か
っ
た
戦
争
の
光
景

を
見
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。

し
か
も
若
い
時
見
て
感
動
し

た
映
画
「
ひ
ま
わ
り
」
の
舞

台
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
で
あ
る
。

　
私
が
人
生

で
迷
っ
た
時

な
ど
思
い
出

す
こ
と
に
し

て
い
る
言
葉

に
「
ニ
ー
バ

の
祈
り
」
が

あ
る
。〝
神
よ
、
変
え
る
べ

き
も
の
に
つ
い
て
そ
れ
を
変

え
る
勇
気
を
我
に
与
え
た
ま

え
！
変
え
る
べ
き
で
な
い
も

の
に
つ
い
て
そ
れ
を
受
け
入

れ
る
だ
け
の
冷
静
さ
を
与
え

た
ま
え
！
そ
し
て
変
え
る
べ

き
も
の
と
変
え
る
べ
き
で
な

い
も
の
を
正
し
く
識
別
す
る

知
恵
を
与
え
た
ま
え
！
〞
と

い
う
も
の
だ
。
含
蓄
に
富
ん

だ
祈
り
だ
が
、
こ
こ
ま
で
生

き
て
き
て
も
識
別
す
る
知
恵

は
人
生
の
長
さ
で
は
身
に
つ

か
な
い
。
神
に
祈
り
な
が
ら

自
身
で
深
く
思
考
す
る
こ
と

の
積
み
重
ね
が
大
切
な
こ
と

は
幸
い
知
っ
た
。
プ
ー
チ
ン

は
ど
こ
か
で
こ
の
識
別
を
大

き
く
誤
っ
た
よ
う
だ
。
彼
が

守
ら
な
く
て
は
と
拘
っ
た
も

の
が
実
は
最
も
変
え
る
べ
き

も
の
だ
っ
た
の
に
！

　
米
山
峠
を
越
え
て

　
か
つ
て
柏
崎
か
ら
江
戸
ま

で
の
行
程
は
七
日
、
京
ま
で

は
十
四
日
を
要
し
ま
し
た
。

明
治
三
十
年
、
北
越
鉄
道
が

春
日
新
田
か
ら
柏
崎
ま
で
開

通
し
、
明
治
三
十
六
年
、
新

潟
沼
垂
の
信
越
線
は
午
前
六

時
発
、
午
後
十
一
時
三
十
分

と
そ
の
日
の
う
ち
に
東
京
着

を
可
能
に
し
ま
し
た
。

　

明
治
四
年
、
柏
崎
県
校

に
学
ん
で
い
た
刈
羽
郡
石

地
村
の
内
藤
久
寛
は
、
欧

州
の
学
者
・
実
業
家
の
言

行
録
「
育
英
新
編
」
を
読

み
、
心
に
期
す
る
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
し
た
。
お
盆
の

休
み
あ
け
、
父
に
も
ら
っ

た
七
円
を
手
に
、
県
校
に

帰
校
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
横

浜
の
高
島
英
学
校
を
め
ざ

し
ま
し
た
。
後
に
日
本
石

油
株
式
会
社
の
創
立
者
の

一
人
と
な
っ
た
、
内
藤
久

寛
の
社
会
へ
の
第
一
歩
で

す
。

　
嵐
の
米
山
峠
を
越
え
、
炎

天
下
の
高
田
、
長
野
、
碓
氷

峠
を
へ
て
、
高
崎
・
東
京
と

江
戸
時
代
の
日
数
そ
の
ま
ま

に
歩
い
て
い
き
ま
し
た
。

　
石
油
事
業

　
こ
の
こ
ろ
徐
々
に
傾
き
か

け
た
内
藤
家
を
立
て
直
そ
う

と
久
寛
は
石
油
事
業
に
着
手

し
ま
す
。

　
明
治
二
十
七
年
、
尼
瀬
油

田
、
宮
川
油
田
の
成
功
は
明

治
二
十
七
年
、
最
盛
期
を
む

か
え
ま
し
た
。

　
日
本
石
油
会
社
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
が
、
内
藤
久
寛
一

人
の
財
力
で
は
力
不
足
で
し

た
。
長
岡
資
本
が
入
っ
て
き

ま
す
。
そ
の
代
表
が
小
国
の

山
口
権
三
郎
で
す
。
小
国
の

豪
商
山
口
は
、
当
時
最
年
少

の
県
会
議
員
で
あ
っ
た
内
藤

に
力
を
か
し
ま
し
た
。
山
口

の
協
力
が
な
け
れ
ば
、
県
下

の
有
力
者
の
参
加
は
お
ぼ
つ

き
ま
せ
ん
。

　
長
岡
で
日
本
石
油
会
社
を

立
ち
あ
げ
、
マ
ー
ク
は
こ
う

も
り
印
に
し
ま
し
た
。
長
岡

周
辺
の
東
京
油
田
柏
崎
地
域

の
西
山
油
田
が
全
盛
と
な
り
、

後
に
日
本
を
代
表
す
る
二
大

石
油
会
社
も
で
き
ま
し
た
。

　
越
後
で
石
油
が
と
れ
る
こ

と
は
、
知
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
天
智
天
皇
七
年
（
六
百

六
十
八
年
）、
燃
え
る
水
と

し
て
朝
廷
に
献
上
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
宝
田
石
油
と
日
本
石
油

　
長
岡
の
宝
田
石
油
が
、
今

の
ア
ル
フ
ォ
ー
レ
の
と
こ
ろ

に
、
日
本
石
油
が
鵜
川
沿
岸

で
操
業
を
開
始
し
、
日
本
を

代
表
す
る
二
大
石
油
会
社
が

柏
崎
に
立
地
し
ま
し
た
。
柏

崎
は
名
実
と
も
に
石
油
の
街

に
な
り
ま
し
た
。
後
に
両
社

は
合
併
し
、
日
本
石
油
と
な

り
、大
正
三
年
、大
洲
に
あ
っ

た
本
社
を
東
京
に
移
転
し
ま

し
た
。

（３）　 第 101 号 柏中・柏高同窓会紙「怒涛」 2022年7月15日 第 101 号　（２）柏中・柏高同窓会紙「怒涛」2022年7月15日
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柏
崎
・
刈
羽
の
明
治
時
代

柏高 ・創立120周年記念事業の報告柏高 ・創立120周年記念事業の報告

◆ 会費（同窓会運営費）を納めていただき、誠にありがとうございます。
◆ 会の円滑な運営のため、今後とも皆さまのご協力をお願い申し上げます。

運営費納入のお知らせ
（令和３年6月1日～令和４年5月31日）

田舎にこそチャンスあり？田舎にこそチャンスあり？

赤堀 洋幸(高53回)

赤堀税理士事務所（公認会計士・税理士）

柏崎市より  6

卒業回(卒業年/月） 件数 納入額
一　　般 1 2,000

〔柏崎中学校〕
38回(昭和17/３) 3 6,000
39回(昭和18/３) 2 4,000
40回(昭和19/３) 1 2,000
41回(昭和20/３) 9 18,000
42回(昭和20/３) 9 18,000
43回(昭和21/３) 4 8,000
44回(昭和22/３) 7 14,000
45回(昭和23/３) 3 6,000
46回(昭和24/３) 1 2,000
〔柏崎高等学校〕
1回(昭和24/３) 2 4,000
2回(昭和25/３) 17 34,000
3回(昭和26/３) 28 56,000
4回(昭和27/３) 29 58,000
5回(昭和28/３) 27 54,000
6回(昭和29/３) 45 90,000
7回(昭和30/３) 42 84,000
8回(昭和31/３) 56 112,000
9回(昭和32/３) 55 110,000
10回(昭和33/３) 54 206,000
11回(昭和34/３) 63 128,000
12回(昭和35/３) 43 86,000
13回(昭和36/３) 56 111,000
14回(昭和37/３) 73 146,000
15回(昭和38/３) 49 96,000
16回(昭和39/３) 65 132,000
17回(昭和40/３) 70 139,000
18回(昭和41/３) 101 202,000
19回(昭和42/３) 73 146,000
20回(昭和43/３) 103 208,000
21回(昭和44/３) 59 120,000
22回(昭和45/３) 64 128,000
23回(昭和46/３) 80 162,000
24回(昭和47/３) 51 104,000
25回(昭和48/３) 61 122,000
26回(昭和49/３) 50 110,000
27回(昭和50/３) 72 144,000
28回(昭和51/３) 79 158,000
29回(昭和52/３) 47 94,000
30回(昭和53/３) 60 124,000
31回(昭和54/３) 52 104,000

卒業回(卒業年/月） 件数 納入額
〔柏崎高等学校〕
32回(昭和55/３) 35 70,000
33回(昭和56/３) 33 66,000
34回(昭和57/３) 23 46,000
35回(昭和58/３) 36 72,000
36回(昭和59/３) 23 46,000
37回(昭和60/３) 24 48,000
38回(昭和61/３) 26 52,000
39回(昭和62/３) 16 32,000
40回(昭和63/３) 14 36,000
41回(平成元/３) 22 46,000
42回(平成２/３) 20 40,000
43回(平成３/３) 18 36,000
44回(平成４/３) 14 28,000
45回(平成５/３) 18 36,000
46回(平成６/３) 13 26,000
47回(平成７/３) 15 30,000
48回(平成８/３) 5 10,000
49回(平成９/３) 7 14,000
50回(平成10/３) 7 14,000
51回(平成11/３) 4 8,000
52回(平成12/３) 5 12,000
53回(平成13/３) 12 24,000
54回(平成14/３) 6 12,000
55回(平成15/３) 5 10,000
56回(平成16/３) 5 10,000
57回(平成17/３) 6 12,000
58回(平成18/３) 3 6,000
59回(平成19/３) 7 14,000
60回(平成20/３) 7 14,000
61回(平成21/３) 2 4,000
62回(平成22/３) 4 8,000
63回(平成23/３) 2 4,000
64回(平成24/３) 12 24,000
65回(平成25/３) 7 14,000
66回(平成26/３) 9 18,000
67回(平成27/３) 9 18,000
68回(平成28/３) 3 6,000
69回(平成29/３) 6 12,000
70回(平成30/３) 5 10,000
71回(平成31/３) 7 14,000
72回(令和２/３) 12 24,000
73回(令和３/３) 26 52,000

計 2,299 4,730,000

　

高
校
生
の
頃
の
夢
は
庭
師

と
し
て
造
園
会
社
を
興
す
こ

と
で
あ
っ
た
。（
動
機
は
不

純
だ
が
、
庭
に
手
を
加
え
る

人
は
比
較
的
裕
福
で
あ
る
た

め
、
儲
か
る
と
考
え
た
の
で

あ
る
。）

　

そ
ん
な
私
が
な
ぜ
公
認
会

計
士
・
税
理
士
を
生
業
と
し

て
い
る
の
か
？

　

理
由
の
一
つ
が
大
学
の
必

修
科
目
で
あ
っ
た「
簿
記
論
」

と
の
出
会
い
で
あ
る
。

　

庭
師
を
志
し
て
い
た
私
に

と
っ
て
簿
記
論
（
日
商
簿
記

三
級
レ
ベ
ル
）
の
授
業
は
苦

痛
以
外
の
何
物
で
も
な
く
、

履
修
可
否
を
判
定
す
る
テ
ス

ト
で
は
、
人
生
初
の
カ
ン
ニ

ン
グ
を
す
る
よ
う
な
始
末
で

あ
っ
た
。
こ
の
汚
点
を
払
拭

す
る
べ
く
、
日
商
簿
記
二
級

の
取
得
を
決
意
し
勉
強
を
続

け
た
と
こ
ろ
、
徐
々
に
「
パ

ズ
ル
み
た
い
で
簿
記
の
勉
強

面
白
い
か
も
」
と
思
え
て
来

て
、
無
事
合
格
。
勢
い
で
会

計
士
受
験
に
挑
戦
す
る
こ
と

を
決
意
し
た
。

　

カ
ン
ニ
ン
グ
の
事
実
を
知

る
友
人
た
ち
か
ら
は
「
絶
対

に
受
か
ら
な
い
」
と
冷
や
か

さ
れ
た
も
の
だ
が
、
そ
れ
が

私
の
負
け
ず
嫌
い
心
に
火
を

点
け
た
。
友
人
た
ち
を
見
返

す
べ
く
、
一
日
十
四
時
間
、
予

備
校
で
勉
強
に
明
け
暮
れ
た
。

　

幸
い
に
し
て
二
回
目
の
受

験
で
合
格
で
き
、
大
手
監
査

法
人
の
東
京
事
務
所
・
新
潟

事
務
所
に
約
十
年
勤
務
し
た
。

　

監
査
法
人
で
の
仕
事
内
容

に
不
満
は
全
く
な
か
っ
た
も

の
の
、
長
時
間
労
働
に
嫌
気

が
差
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

長
男
が
小
学
校
に
入
学
す
る

タ
イ
ミ
ン
グ
の
二
〇
一
六
年
、

監
査
法
人
を
辞
め
て
柏
崎
に

帰
っ
て
き
た
。

　

柏
崎
で
は
跡
継
ぎ
の
い
な

か
っ
た
税
理
士
事
務
所
を
承

継
し
、
現
在
は
税
理
士
業
務

を
中
心
に
仕
事
を
し
て
い
る
。

　

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
を
検
討
し

て
い
た
頃
、「
地
元
に
帰
り

た
い
け
ど
、
仕
事
が
な
く
て

帰
れ
な
い
」
と
い
っ
た
類
の

話
を
よ
く
耳
に
し
た
。

　

実
際
は
ど
う
か
？
？　

真

逆
で
あ
る
。

　

確
か
に
都
会
の
よ
う
に
最

先
端
の
仕
事
を
田
舎
で
求
め

る
の
は
難
し
い
か
も
し
れ
な

い
。
だ
が
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
少

な
い
分
、
田
舎
の
方
が
仕
事

を
得
る
機
会
は
遥
か
に
多
い
。

　

業
界
に
よ
り
違
い
は
あ
る

だ
ろ
う
が
、
公
認
会
計
士
・

税
理
士
業
界
に
あ
っ
て
は
顕

著
で
あ
る
。

　

二
〇
二
二
年
五
月
現
在
、

柏
崎
に
公
認
会
計
士
は
三

名
、
税
理
士
は
十
五
名
し
か

お
ら
ず
、
圧
倒
的
に
プ
レ
イ

ヤ
ー
が
足
り
て
い
な
い
。
若

者
の
皆
さ
ん
、
柏
崎
で
一
緒

に
仕
事
し
ま
し
ょ
う
（
笑
）

幹事初顔合わせ

卒業期幹事の皆さん

幹事初顔合わせ
　昨年に引き続き今年も新型コロナウイルス感
染防止のため卒業生同窓会入会式は中止となり
ました。第74回卒業期幹事の皆さんには、同窓
会長からお祝いの言葉を、事務局からは幹事の
役割等の説明を行いました。

「
プ
ー
チ
ン
が
誤
っ
た
ニ
ー
バ
の
祈
り
」

刈羽郡大洲村（現柏崎市大久保）日石本社図回顧録「終列車出発す!」

がんばれ！同窓生 20

（高 15回）
平山 征夫さん

回顧録を出版した

〇 実行委員会 委員長（同窓会長）土田　新吾
　120周年記念事業の結果がまとまりましたのでご報告申し上げます。2000万円を目標とし
た募金は900万円弱と大幅な減額となりました。新型コロナウイルス禍の中『怒涛』のみの募
金呼びかけにもかかわらず心を砕いていただき感謝申し上げます。月尾嘉男氏（東大名誉教授・
元総務省総務審議官）に決定していた記念講演会は中止。祝賀会は実施できませんでしたが、
記念誌は内容ある新企画で刊行され、好評を得ております。また記念式典は縮小されたかた
ちではありますが、つつがなく執行されました。各記念事業にかかわる経費を除く300万円弱
の金額が学校の教育活動への助成金となります。「趣意書」どおりの企画を実行できる金額で
はありませんが、趣旨にそって、学校より熟慮の上、有効な使途をご提案いただいて決定し
たいと思います。大変な時期に多くの皆様からご協力いただきましたこと、改めて御礼申し
上げますとともに母校のますますの発展を祈念いたします。

〇 実行委員会 副委員長（校長） 吉川　　保
　創立百二十周年の記念事業に、多くの皆様からご賛同いただき、ご芳志を賜ることができ
ました。厚く御礼申し上げます。記念式典は、令和二年十月に本校体育館で挙行され、新
型コロナウイルス感染症拡大防止のため講演会と祝賀会は中止し、全校生徒・教職員等約
六百五十人の参列となりました。同窓の皆様をはじめ、ご臨席予定の皆様には大変申し訳な
い気持ちでございます。皆様からのご芳志を教育活動の発展のために生かして参ります。

〇 記念誌編集委員長 山田　明彦   
　柏崎高校の記念誌「回顧百二十周年」の編集委員会で海外で活躍している同窓生を紹介す
る特集を組むことを決めた。会員名簿から住所が海外にある同窓生の名簿を抽出して依頼状
を出してみたものの、住所変更などが多く、前途は多難だった。事務局を中心に国内の連絡
先などへ連絡を入れながら確認作業を行った。結果、依頼したＯＢには快く承諾していただき、
感謝に堪えない。巻頭を第22代国際司法裁判所長を務められた小和田恆さんから飾っていた
だいた。深謝。

〇 会　計（令和元年12月１日～令和４年５月27日）  
収入の部

科　　目 予算額 決算額 摘要／備考
寄付金収入 20,000,000 8,760,000 振込（振替口座・ＣＶＳ）、および現金持参
記念誌販売収入 50,000 28,000 事務局販売分、他
記念祝賀会会費収入 1,200,000 ０ 会費
雑収入 2,000 41 貯金利子
収入の部　計（Ａ） 21,252,000 8,788,041

支出の部
科　　目 予算額 決算額 摘要／備考

学校の教育活動への助成 12,500,000 ０
募金活動費 300,000 ０ （下記、「募金作業委託費」以外）
募金作業委託費 2,300,000 2,947,824 趣意書・振込用紙など印刷／発送／他
記念誌作成費 2,500,000 2,326,978 資料収集／原稿作成／印刷／他
記念誌販売作業費 50,000 2,220 事務局発送分費用／他
記念誌贈呈作業委託費 300,000 193,648 発送／他
式典･講演会･祝賀会費 1,800,000 16,863 広告宣伝／招待状／しおり／記録／他
諸会議費 100,000 ０ 実行委員会／他
事務･通信費 100,000 78,745 記録簿／各種用紙／記念誌贈呈発送費／他
雑費 1,302,000 251,225 現金振込（振替）料金／他
支出の部　計（Ｂ） 21,252,000 5,817,503
（Ａ）－（Ｂ）＝ 2,970,538

資産（預貯金） 新規口座 預入 引出 現在高
①　通常郵便貯金（一般会計用口座） ０ 5,695,085 2,724,547 2,970,538
②　振替口座（寄付金振込専用口座） ０ 5,922,000 5,922,000 ０

合　　　　　計 ０ 11,617,085 8,646,547 2,970,538

　㊟令和元年12月３日、同窓会より500,000円借入、令和２年６月17日返済。 以上


